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Abstract

Purpose: �e purpose of this study was to identify the meaning of peer support experiences 
among people with psychiatric disabilities upon recovery.

Research methods: A qualitative research design based on the theoretical premise of Denzin’s 
interpretive interactionism theory was employed. �e study was comprised of twenty participants 
diagnosed with mental disorders who provided peer support by telephone. �ey were interviewed 
in a semi-structured manner about their peer support experiences.

Results: Peer support upon recovery among people with psychiatric disabilities meant the fol-
lowing: 1. Being able to live a unique life through interactions with other people, and 2. Being able 
to make use of themselves for the happiness of others. “Being able to live a unique life through 
interactions with other people” is as being comprised of the following aspects: 1) a release from the 
uniformity caused by psychosis and 2) seeking a unique life. “Being able to make use of themselves 
for the happiness of others” is as being comprised of the following aspects: 1) pain and concern, 2) 
experiences in which they were accepted as themselves, 3) connections and solidarity, 4) feeling 
responsibility toward other people, 5) making use of themselves to support other people, and 6) 
work that makes meaningful human relationships essential.

Consideration: From Lévinas’ theory of “others,” these results were interpreted as a regaining of 
uniqueness through the interaction with “others,” whom it is impossible to fully comprehend, and 
an establishment of subjectivity as an ethical response to others with pain.

要 旨

目的：精神障害をもつ人のリカバリーにおけるピアサポートの意味を明らかにすることである．
方法 : Denzinの解釈的相互作用論を理論的前提とする質的研究デザインである．精神疾患と診断さ

れ，電話相談によるピアサポートを行う人 20名に，リカバリーにおけるピアサポートの経験について
半構成的面接を行った．
結果：リカバリーにおけるピアサポートの意味は，1. 他者との出会いによって固有の人生を生きる
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こと，2. 他者の幸せに自分を生かすこと，であった．〈他者との出会いによって固有の人生を生きるこ
と〉は，1）精神病による画一性からの解放と，2）固有の人生を模索すること，という様相から，〈他
者の幸せに自分を生かすこと〉は，1）痛み・気遣い，2）ありのままを受け入れてもらう経験，3）つ
ながり・連帯，4）他者に対する有責感，5）他者支援に自分を生かすこと，6）意味ある人間関係を本
質とする仕事，という様相から捉えられた．
考察：Lévinasの他者論から，これらの結果は，「他者」との出会いによる固有性の再獲得と，痛み

をもつ他者に対する倫理的な応答としての主体性の確立と解釈された．

Ⅰ．は じ め に

20世紀に入り，精神障害をもつ人の主観的な回復
の実体験を意味する「リカバリー」という概念が，障
害をもつ人々の手記を源泉として生じてきている
（Anthony, 1993/1998）．今，この新しい回復の概念
である「リカバリー」を理解し，看護専門職としてリ
カバリーを促進するための支援方法を構築することが
求められている．
米国は，2003年に大統領新自由委員会によるメ
ンタルヘルスの報告書において，メンタルヘルスケ
アの目標はリカバリーであることを明示した（�e 
President’s New Freedom Commission On Mental 
Health, 2003）．またリカバリーが生じるのに，精神
障害の経験をもつ人々による対等で相互的な支援であ
る「ピアサポート」が重要な契機となることが明ら
かになってきた（the National Association of State 
Mental Health Program Directors, 以下NASMH-
PDとする，2003）．ピアサポートは専門家が提供し
得なかったリカバリー指向のオルタナティブな支援を
提供してきた歴史をもつ．米国では，ジョージア州
で 2001年に認定ピアスペシャリスト制度が創設され，
州によって保険の償還対象となっている．米国保健福
祉省の薬物乱用・精神衛生管理庁（Substance Abuse 
& Mental Health Services Administration, 以下
SAMHSAとする，2011）によるリカバリー指向の実
践を行うためのプロジェクト“Recovery to Practice”
は，認定ピアスペシャリストを含む 6専門職団体と
協働したプロジェクトであり，いまやリカバリー指向
のメンタルヘルスシステムの構築にピアサポートは欠
くことのできないものとなっている．米国精神科看護
師協会もこのプロジェクトに参加し，リカバリー指向
の看護ケアの構築を研究・実践のレベルで行っている
（�e American Psychiatric Nurses Association, 以
下 APNAとする，2011）．
一方我が国をみると，1960年代頃より患者会やセ

ルフヘルプ活動が発展してきた歴史があるが，リカバ
リー概念の導入が遅れ（野中，2005），ピアサポート
の実践は欧米に比べて発展しているとはいえない状況
にある（濱田，2014）．看護専門職として，リカバリー
を促進するための支援方法を構築するために，すでに
我が国においてピアサポートを実践している人々の経
験から，リカバリーに有効とされるピアサポートがど
のような意味をもつのかを学び，日本の社会制度との
関連で検討する必要がある．そのことにより，障害を
もつ人の主観的な回復の経験を中心に据えた看護学の
構築に示唆を得ることができるものと考える．

Ⅱ．研 究 目 的

本研究の目的は，精神障害をもつ人のリカバリーに
おいてピアサポートの経験がどのような意味をもつの
かを明らかにすることである．

Ⅲ．用語の定義

本研究では，ピアサポートを「同じ経験をもつ者同
士の支え合い」と定義した．ピアサポートには，自然
発生的なものから，ピア電話相談やピアカウンセリン
グのように組織的に提供されるものまでさまざまな形
態がある．またピアサポートは，ピアサポートを受け
ること，ピアサポートを提供することの両方を含む相
互的な関係である．本研究では，これらのすべてのピ
アサポートの経験を捉えるものとした．
リカバリーについては文献検討（Deegan, 1988; 

Ragins, 2002/2005）から，「障害への挑戦を受け入れ，
克服し，人間らしく生きられるという実体験であり，
希望，エンパワメント，自己責任，生活の中の有意義
な役割，関係という要素を特徴とする過程である」と
定義し，すべての人がリカバリーの過程にあるものと
して理解した．
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Ⅳ．研 究 方 法

1．研究デザイン
本研究の研究デザインは，Denzin（1989/1992）
の解釈的相互作用論に基づいた質的帰納的研究デザイ
ンである．解釈的相互作用論は，ハイデッガーらの現
象学，解釈学とシンボリック相互作用論とを統合する
ものであり，「個人的トラブルとこれらの個人的諸問
題をゆだねるために作り出された公的な諸政策や諸制
度との関係性を検討するために用いられる」研究方法
論である（Denzin, 1989/1992）．その主題は，個人
誌的経験であり，エピファニーと言われる「人びとの
生活の中の転換点」を証言する物語，説明，語りの収
集と分析に基づく（Denzin, 1989/1992: 46）．
精神障害をもつ人の個人誌であるリカバリーの過程
において，ピアサポートは生活の転換点となるような
相互作用を含む可能性が高く，それらの経験から我が
国の精神障害者支援の諸制度を検討できる点において，
解釈的相互作用論は本研究に適した理論であると考え
る．

2．研究参加者の選定基準と募集
研究参加者の選定基準は，精神科に通院し，ピアサ
ポートの一形態である電話相談（以下，ピア電話相談
とする）を過去 3年間のうちに半年以上経験したこと
のある者とした．研究参加者をピア電話相談を行う人
に限定したのは，意図的なピアサポート提供の経験を
もつことで，それまでの自然発生的なものも含めたピ
アサポートの経験を言語的に語ることが可能であると
考えたからである．また物質関連障害では，独自のピ
アサポートの歴史や活動形態があるため，物質関連障
害のみの診断の者は除外した．
研究参加者の募集は，ピア電話相談を実施する精神
保健福祉施設または精神障害者当事者団体等への依頼，
および研究者のネットワークを通じた雪だるま式サン
プリング法で行った．

3．調査期間
調査期間は 2013年 2月から 2014年 3月であった．

4．調査方法および分析方法
インタビューガイドを用いて半構成的インタビュー
を行い，研究参加者に「自分自身のリカバリーにおい
てどのようなピアサポートを経験したか」について自

由に語ってもらった．インタビューは研究参加者各 1
回で，平均インタビュー時間は 82分であった（範囲：
50～113分）．データの解釈は，解釈的相互作用論に
おける個人誌を解釈する方法（Denzin, 1989/1992）
によって行った．研究参加者が語るリカバリーストー
リーという個人誌の中で語られたピアサポートの経験
を単位として下位に分化し，それらが研究参加者のリ
カバリーという個人誌においてどのような意味をもつ
のかを解釈し，テーマをつけた．各研究参加者の経験
およびテーマを比較・検討することから，精神障害を
もつ人々が共通して経験するピアサポートという相互
作用の様相と，それらの様相が構成するリカバリーに
おけるピアサポートの意味を抽出した．

5．倫理的配慮
研究参加者に対して説明文書をもとに，本研究の趣
旨，研究方法，倫理的配慮等について説明を行い，同
意書への署名によって研究参加への意思を確認した．
インタビューは研究参加者の希望にそって場所や時間
を設定し，インタビューによる心理的負荷が生じる場
合には中断の申し出を予定するなど，不利益が最小限
となるよう配慮した．研究参加者の氏名等個人を特定
する情報については，連結可能匿名化し，結果の公表
の際の匿名性を確保した．本研究は東京女子医科大学
倫理委員会の承認を受けて実施した（承認番号 2737）．

Ⅴ．結 果

1．研究参加者の概要
研究参加者は 20名であり，性別は男性 15名，女性 5名，
年齢は 31歳から 69歳（平均 47.2歳，SD=11.61）で
あった．診断名は統合失調症が 12名，気分障害が 6
名，解離性障害が 1名，不明が 1名であった．ピア
電話相談の経験年数は，7か月が 3名，1年以上 5年
未満が 2名，5年以上 10年未満が 11名，10年以上
が 4名であった．
研究参加者は全員，調査時点においてピア電話相談
を行っていた．地域活動支援センターや精神障害者当
事者団体等で電話相談を行っている者は，非常勤職員，
有償ボランティアなどの形で，ピア電話相談に対する
賃金報酬を得ていた．自宅で電話相談を行っていた 3
名は，電話相談を当事者活動の一環として行っており，
かかる経費を自己負担していた．ピア電話相談を行
うにあたり，18名はピア電話講座やピアカウンセリ
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ング講座を受講するなどのトレーニングを受けており，
2名は特に何もしていないと回答した（表 1）．

2．精神障害をもつ人のリカバリーにおけるピア
サポートの意味
精神障害をもつ人のリカバリーにおけるピアサポー

表 1　研究参加者の背景

ID

インタ
ビュー 
時間 
（分）

性別 年齢 診断名 
（本人申告）

精神科 
初診時 
の年齢

入院歴
電話相談
の経験 
年数

電話相談を
行う場所

電話相談の
担当頻度

電話相談におけ
る賃金の有無
（雇用形態）

電話相談の 
研修

1 A 87 女 30
代

てんかん， 
解離性障害

18 歳 
（高校3年）

20 代に
2回 
（詳細不明）

8年 地域活動支
援センター

週に 1回， 
1 回 2 時間

あり 
（非常勤雇用）

ピア電話講座・
ピアカウンセリ
ング講座

2 B 68 男 50
代

うつ病 大学 4年 なし 8年 地域活動支
援センター

月に 2回， 
1 回 2 時間

あり 
（非常勤雇用）

ピア電話講座・
ピアカウンセリ
ング講座

3 C 91 男 30
代

統合失調症 24 歳 
（大学4年）

なし 8年 自宅 不定期（仕事
以外の時間）

なし なし

4 D 50 女 30
代

聞いたことが
ない，睡眠障
害

20 歳 なし 5年 地域活動支
援センター

月に 1回， 
1 回 2 時間

あり 
（非常勤雇用）

ピア電話講座・
ピアカウンセリ
ング講座

5 E 69 男 30
代

統合失調症 22 歳 
（大学3年）

なし 4 年 6 か
月

地域活動支
援センター

月に 3回， 
1 回 2 時間

あり 
（非常勤雇用）

ピア電話講座・
ピアカウンセリ
ング講座

6 F 88 男 30
代

統合失調症 15 歳 1 回 7 か月 地域活動支
援センター

月に 2回， 
1 回 2 時間

あり 
（非常勤雇用）

ピア電話講座

7 G 79 男 30
代

統合失調症 15 歳 なし 7か月 地域活動支
援センター

月に 2回， 
1 回 2 時間

あり 
（非常勤雇用）

ピア電話講座

8 H 94 男 40
代

統合失調症 19 歳 2 回 7 か月 地域活動支
援センター

月に 3回， 
1 回 2 時間

あり 
（非常勤雇用）

ピア電話講座

9 I 91 男 30
代

うつ病 22 歳 7～8 回 5 年以上 当事者団体 週 3回， 
1 回 6 時間

あり 
（非常勤雇用）

なし

10 J 86 男 40
代

統合失調症 22 歳 4 回 5 年以上 地域活動支
援センター

月に2～3回， 
1 回 2 時間

あり 
（非常勤雇用）

ピア電話講座，
ピアカウンセリ
ング講座

11 K 80 女 60
代

統合失調症， 
睡眠障害

39 歳 疲れると 
休息入院
（数回）

20 年 当事者団体 週 3回， 
1 回 6 時間

あり 
（非常勤雇用）

ピアカウンセリ
ング講座

12 L 113 男 60
代

うつ病 44 歳 なし 5年 当事者団体 あり（有償ボラ
ンティア）

ピアカウンセリ
ング講座

13 M 94 女 40
代

双極性感情障
害

30 歳 15 回以上 3年 当事者団体 月に 3回， 
1 回 3 時間

あり（有償ボラ
ンティア）

ピアカウンセリ
ング講座

14 N 82 男 40
代

統合失調症 23 歳 なし 7年 地域活動支
援センター

週 4日， 
1 日 6 時間

あり 
（非常勤雇用）

勉強会，ピアカ
ウンセリングの
本やテープ

15 O 61 男 40
代

統合失調症 22 歳 1 回 7 年 地域活動支
援センター

週 5日， 
1 日 6 時間

あり 
（非常勤雇用）

勉強会，精神保
健福祉士講義

16 P 66 男 60
代

うつ病 44 歳 1 回 5 年 当事者団体 週 2回， 
1 回 5 時間

なし ピアサポーター
養成講座

17 Q 95 男 60
代

統合失調症 35 歳 なし 12 年 地域活動
支援セン
ター・当事
者団体

月 8回 時給あり（地域
活動支援セン
ター）・なし（当
事者団体）

電話相談の講
義，ピアサポー
ト講座

18 R 95 男 40
代

統合失調症 24 歳 10 回 8 年 地域活動支
援センター

月 4回 時給あり 電話相談をする
同僚から講義受
ける

19 S 84 男 60
代

統合失調症， 
うつ病

37 歳 4～5 回 17 年 自宅 平日午後， 
土日交代

なし ピアカウンセリ
ング講座

20 T 69 女 50
代

うつ病 26 歳 数えきれ 
ないほど

17 年 自宅 平日午後， 
土日交代

なし ピアカウンセリ
ング講座
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トの意味は，1. 他者との出会いによって固有の人生を
生きること，2. 他者の幸せに自分を生かすこと，とい
う 2つの意味で捉えられた．〈他者との出会いによっ
て固有の人生を生きること〉という意味は，1）精神
病による画一性からの解放，2）固有の人生を模索す
ること，というピアサポートの経験の様相として見る
ことができた．〈他者の幸せに自分を生かすこと〉と
いう意味は，1）痛み・気遣い，2）ありのままを受
け入れてもらう経験，3）つながり・連帯，4）他者
に対する有責感，5）他者支援に自分を生かすこと，6）
意味ある人間関係を本質とする仕事，というピアサ

ポートの経験の様相として見ることができた．
各研究参加者のリカバリーにおけるピアサポートの
意味に関するテーマの一覧は表 2の通りである．ピ
アサポートの経験を示す研究参加者の語りを用いなが
ら，ピアサポートの意味とそれを示す様相の詳細につ
いて述べていく．

1）他者との出会いによって固有の人生を生きるこ
と

精神障害を経験した人々は，「精神病になってし
まった」という思いや，「精神障害」という画一的な

表 2　研究参加者のリカバリーにおけるピアサポートの意味：研究参加者ごとのテーマ
1.　他者との出会いによって固有の人生を生きること
1）精神病による画一性からの解放

自分の固有性を再発見することによる自分の人生を生きることの取戻し（A）
普通という固定観念からの解放と多様性の中で自分の道を歩むこと（E）

2）固有の人生を模索すること
他者への支援を通じて自分の傾向を理解する（A）
楽しさを分かち合う仲間によって本来の自分を取り戻す（M）
病気を持ちながら生きることを理解する（D）
病気を持ちながらの生活を理解する（N）
ピアスタッフとして働く意味を開拓する（O）
自分なりの当事者活動を模索する（R）
今の自分の課題を理解する（G）
自分の人生を生きていくことを引き受ける（H）

2.　他者の幸せに自分を生かすこと
1）痛み・気遣い

痛みをケアする相互関係（C）
痛みに寄り添い相互に支え合うことによるエンパワメント（E）

2）ありのままを受け入れてもらう経験
自分をそのままに受け止め気遣ってくれる経験（D）
暖かい関係によって力づけられる経験（J）
病気の自分をそのまま受け入れてくれる暖かい人間関係（O）
そのままの自分でいられる仲間（P）
病気を認め，生きていていいと思わせてくれた仲間（Q）

3）つながり・連帯
同じ経験をしている人とつながり，力を得る（C）
連帯感を得られる居場所としての仲間（L）
ピアとしての仕事を協力という関係性（ピア同士で，専門家と，利用者と）によって行う（N）

4）他者に対する有責感
辛さを理解し，尊厳を守る（B）
自分が経験した幸せを願って活動する（H）
リカバリーを促進する支援を自らの責任で実践する（I）
精神障害をもつ人の尊厳を守る（K）
同じ状況にある人々のために力を得る（S）
自分や友人が感じた無念を力にして活動する（T）

5）他者支援に自分を生かすこと
失敗することがあってもいい，許されて生きているという自分の経験を他者支援に生かすこと（G）
自分の経験を役立てる意味ある活動（J）
仲間のために自分にできることがあると感じられる経験（Q）
自らの経験を生かして他者を支援することで，自らの経験を意味あるものとして解釈する（F）
他者の支援を通じて，自分の辛かった人生経験をプラスに転換する（M）

6）意味ある人間関係を本質とする仕事
こころの空虚感を埋める有意義な活動（B）
未知の経験と意味ある仕事（L）
自分の辛い経験を癒す出会いのある活動（P）
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イメージに囚われて苦しんでいたが，ピアサポートを
通じて同じ精神病になっても人はさまざまであること
に気づく経験をしていた．この気づきは，《精神病に
よる画一性からの解放》をもたらし，自分はどう生き
るのかを考える契機となり，その後さまざまに《固有
の人生の模索》をしていた．精神障害をもつ人のリカ
バリーにおいてピアサポートは，《精神病による画一
性からの解放》，《固有の人生を模索すること》という
様相として見ることができ，〈他者との出会いによっ
て固有の人生を生きること〉という意味をもつものと
して解釈できた．
（1）精神病による画一性からの解放
《精神病による画一性からの解放》とは，精神疾患
の診断を受けることで「精神病」がもつ画一的なイ
メージに囚われていた人が，ピアサポートを通じて同
じ精神疾患をもっていても人がさまざまであることに
気付き，その画一性から解放されることである．

Aさん（30代女性，解離性障害）は次のように語っ
ている．

「私がやっぱり考え方を変えたのは，今まで自分
がもう精神疾患だっていう自分に偏見を抱いてい
たものを，自分の立場と似ている人といろんな話
をすることで，話した人の数だけ考え方とかそう
いうふうな数になるわけで，それを知ることで私
も，精神疾患っていうものに囚われていないで，
確かに私は病気になっちゃったんだけれど，これ
からどう生きていくのかっていうことに考えがシ
フトしていったんですよね．」

また Eさん（30代男性，統合失調症）は，病気の
ために就職や結婚がうまくいかないことが「普通」か
らのドロップアウトと感じられて，長く苦しんだと
語った．「精神病」に囚われることの裏返しのように
「普通」に囚われていたが，その後精神病になっても
前向きに生きる人たちがいることを知り，自分自身も
前向きになることができたと振り返った．
ピアサポートを通じてさまざまな生き方をする他者
と出会うことは，「精神病」がもつ画一的なイメージ
への囚われから解放され，本来の自分の人生を生きる
ことを取り戻す契機となっていた．すなわちピアサ
ポートは，〈他者との出会いによって固有の人生を生
きること〉という意味をもっているものと解釈された．

2）固有の人生を模索すること
ピアサポートによって，精神疾患をもっていても自
分と異なる生き方をする他者と出会うことを通じて，
その後それぞれが自らの生き方を模索していた．
研究参加者は，ピア電話相談の中で自分の傾向を理
解したり，当事者会の立ち上げやイベントの企画等仲
間とするなかで，病気になって見失っていた本来の自
分だと思える自分を取り戻したりしていた．また，一
方で，障害をもって生きる人々の生き様から，病気を
もちながら生活することを具体的に理解し，その後の
自分の人生を生きることができるようになっていた．
中には，新たな職種としてのピアスタッフとしての自
分の生き方を模索したり，専門職と協働した新しい当
事者活動のあり方を模索するなど，ピアサポートを通
じて新たな生き方を獲得している人もいた．
このようにピアサポートという他者との相互作用を
通じて，自分の人生の課題を理解したり，自分の人生
を生きていくという，固有の人生を模索する契機と
なっていたのである．すなわちピアサポートは，〈他
者との出会いによって固有の人生を生きること〉とい
う意味をもつものと解釈された．

3．他者の幸せに自分を生かすこと
精神障害をもつ人のリカバリーにおけるピアサポー
トのもう一つの意味は，〈他者の幸せに自分を生かす
こと〉というものであった．これは，1）痛み・気遣
い，2）ありのままを受け入れてもらう経験，3）つ
ながり・連帯，4）他者に対する有責感，5）他者支
援に自分を生かすこと，6）意味ある人間関係を本質
とする仕事，という 6つの様相から見ることができた．

1）痛み・気遣い
ピアサポートという相互行為は，自らも精神障害を
経験しているがゆえに感じられる痛みを感じることに
よって他者を気遣うものであり，ピアサポートは〈痛
み・気遣い〉という様相としてみることができた．

Eさん（30代男性，統合失調症）が担当するピア
電話相談では，7割方が常連と言われる人たちで，彼
らは長年にわたって電話をかけ続けている人たちであ
る．Eさんは一時の辛さや痛みを和らげたいというよ
うな思いで話を聞いているが，しかしながらそのよう
な彼らに気遣ってもらったり，励まされることも多く，
その相互性が専門職との関係とは違ってよいと感じて
いる．
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「ピアの電話相談にかけてくる方って 7割以上が
常連の方なんですね．もう何年も携わって，顔も
名前もちゃんと知らない方が多いんですけど，も
しもしって声を聞くとあの人なんだなって．だか
らその 7割以上を占める常連の方と話すことって
いうのは，リカバリーっていうよりもなんて表現
すればいいのかわからないんですけど，一時の辛
さとか痛みを和らげたいっていうニュアンスのほ
うが強いって気が僕もしてますね．」

ピアサポートは，互いに痛みに寄り添い気遣う経験
であり，それは痛みを経験した身をもって他者を気遣
うことが可能となるものであり，すなわち〈他者の幸
せに自分を生かす〉という意味として捉えることがで
きるものである．

2）ありのままを受け入れてもらう経験
相手の痛みを感じ，気遣うというピアサポートの相
互作用は，もう一方側の経験として，弱さをもつ自分
をありのままを受け入れてもらうという様相としてみ
ることができた．

Qさん（60代男性，統合失調症）は，病気である
自分を認めることができるようになった理由として，
ピアである仲間が自分を受け入れてくれたことについ
て，次のように述べている．

「自分が病気だとね認めた時にね，すごく落胆が
ありました．というのは，病気でしかなかったん
だなっていうかね．それまで 16年間，何のため
に戦ってきたんだろうなっていう，一人相撲にす
ぎなかったのかなっていう落ち込みがあって．病
気だっていうことを認めてしまうことで，自分の
できない部分のほうに目が向いてしまったんです
ね．根気力がないとか，注意力がないとか，疲れ
やすいとか，そういう自分のできない部分があっ
て．その頃やっぱり自殺考えました．そういう落
ち込みを救ってくれたのが私の場合はやっぱり仲
間でした．まあ生きてていいんだよって声にだし
てそんなことは言わないですけれども，触れ合う
中でね．こんな私でも生きてていいんだなってい
うふうに思わせてくれたというか．そういうのは
仲間の力が大きかったですね．」

リカバリーにおいてピアサポートは，同じ痛みをも

つ仲間に，弱さをもつ自分をありのままに受け入れて
もらうという経験であり，痛み・気遣いを受ける相互
性から，〈他者の幸せに自分を生かすこと〉という意
味として捉えるものとした．

3）つながり・連帯
つながり・連帯は，相手の痛みを感じ，気遣うこと
からさらに互いに近づき，同じ痛みをもつもの同士が
つながり・連帯をもつことで互いに力を得るという様
相である．

Cさん（30代男性，統合失調症）は，自殺未遂後
の絶望的な状況の中でインターネットを通じて統合失
調症をもつ人々とつながり，現在では統合失調症をも
つ人たちの話し合いを掲載するウェブサイトを仲間と
数人で運営するようになっている．ウェブサイトでは，
自分たちにしか語れないことを語らなければならない
と話している．

「（ウェブサイトでは）うちらしか語れないこと語
らないとだめだよねって．タブーとされてた自殺
のことも扱ったし，タブーとされてた出産と子育
てっていうテーマに対しても，（当事者活動の仲
間から）“実は妊娠して出産することになったか
ら”って言われて…（中略）…いろんな人が親が統
合失調症だと子供にも遺伝するよっていうけど，
実際どうなんだろうと思って，僕が専門書を読ん
でまとめて掲載して．」

同じ経験をした当事者として互いにつながり，連帯
をもつことによって，社会に対して当事者としての
メッセージを発信するような力を得ているのである．
社会に当事者としてメッセージを発信することは，同
じ障害をもつ仲間のための活動となっており，〈他者
の幸せに自分を生かすこと〉というピアサポートの意
味を示す一つの様相として理解できるものである．

4）他者に対する有責感
これは，精神障害をもつことによって傷ついた他者
を前にして，同じ痛みをもつ自分が何かをしなければ
いけないと思い立つ様相である．精神障害という同じ
痛みを経験した者として，目の前にいる具体的な誰か
のためだけではなく，まだ見ぬこれから現れる他者が
同じ思いをしないようにという思いのなかで生じてい
る．そのような思いは，〈他者の幸せに自分を生かす
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こと〉という意味として理解することができる．
Kさん（60代女性，統合失調症）は，姉の精神病
の発病を経験した後に，結婚して二人の子供の子育
てをしている最中，自分自身も統合失調症を発病した．
姉の発病では仕事や親族の結婚などで精神障害に対す
る無理解や偏見を実感したという．新聞で全国精神障
害者団体連合会の結成を知り，姉や自分の発病で経験
した周囲の無理解から，自分が活動しなければという
思いで当事者活動に参加するようになった．病気その
ものの辛さと家事も子育てもしなければならなかった
自分自身の苦労や，子供たちにさせた苦労を思うと，
他の人にこういう辛い思いをさせたくないという気持
ちから当事者団体の運営に関わり，自宅を事務局に電
話相談を行ってきた．自分は仲間と子供によって回復
してきたと思うので，その姿をみてもらい少しでも前
にすすんでほしいと思っている．

「私が精神障害者になって，子供たちに苦労かけ
たから，もう 2度とそういう苦労をね，味あわせ
たくないっていうかね，みんなにね．できるなら
そういう苦労がないようにって．死にたいって言
われたら，家族の人がどんなに悲しい思いをする
かわからないから，携帯番号教えて，いつでも電
話してきてくださいって言って．」

こうしたピアサポートは，病いや障害の経験の中で
自分や仲間が味わった無念や苦労を，それを味わった
者の責任として自分たちの他に味あわせてはいけない
という強い意志によるものである．このようなピアサ
ポートは他者に対する有責感という様相として見るこ
とができ，〈他者の幸せに自分を生かすこと〉の例と
して理解することができるものである．

5）他者支援に自分を生かすこと
他者支援に自分を生かすこととは，これまでの病い
や障害をもってからの人生の中での経験や学びを他者
の支援の中で生かすことである．

Gさん（30代男性，統合失調症）は，小学校のい
じめと不登校をきっかけに始まった苦悩の経験から，
「人間誰しも失敗することがあっていい，許せばいい」
という学びを得て，自分もそうしかできないからこそ，
他の人もそうであっていい，支援というものはそうす
るものだという思いをもつに至っている．電話相談で
は，相手の話のなかに自分も同じような経験をしたと

思うことがあり，そのことによって癒されたり，やり
がいを感じることがある．そういった仕事の中で，自
分も人も同じように失敗し許されているのだという思
いが重なる機会になっている．それは苦悩の中で到達
した思いを，支援という具体的な行為で表現し，共有
する方法となっていた．

「それでも失敗することあるじゃないです
か ?　そういうことがあっても，人が失敗しても
許してあげればいいんだっていう気持ちで生きて
います．そうするしかないでしょう，自分だって
しちゃうんだから．」

リカバリーにおいてピアサポートは，病いや障害の
なかで学んだ自分の経験を他者支援に生かす経験であ
り，それはすなわち他者支援に自分を生かすという様
相としてとらえることができ，〈他者の幸せに自分を
生かすこと〉を意味するものとして理解することがで
きる．

6）意味ある人間関係を本質とする仕事
ピアサポートは，その関係そのものが意味のある人
間関係として感じられ，それらを提供する活動が有意
義な仕事として経験される様相としてみることができ
た．
人間関係が苦手だった Bさん（60代男性，うつ病）
にとって，ピア電話相談は，職員にすすめられて始め
たものであった．しかしピア電話相談の講座などを通
じて「傾聴する」ということがわかるようになってか
らはだいぶ楽になり，やめようかと思う時もあるもの
の，人間関係の大事な部分であるような気がしてやめ
ずに 8年間続けている．

「（ピア電話相談は）やめようと思って説得されて
続いたっていうのがあるんですけど．やっぱり，
自分に大事な部分なんですよね．それは 1対 1で
大事なことを話すって，なかなか日常生活にない
ことなんですよね．1週間に 1ぺんとか 2へんと
か，お互いに話す，そうするとこう人間関係の練
習って言っちゃおかしいですけど，人間関係のな
んかこう基礎みたいな部分で，感情のやりとりっ
ていうか，そういうのができるっていうのがあっ
て．うまくできた時には充実感っていうか，そう
いうのもありますし．」
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リカバリーにおいてピアサポートは，有意義な，意
味ある人間関係を本質とする仕事という様相としてみ
ることができ，〈他者の幸せに自分を生かすこと〉と
いう意味をもつものとして理解することができる．

Ⅵ．考 察

1．固有の人生を取り戻す契機としてのピアサ
ポート
本研究の結果から，精神障害をもつ人のリカバリー
におけるピアサポートの一つの意味は，〈他者との出
会いによって固有の人生を生きること〉として捉える
ことができた．リカバリー概念に関しては，さまざま
な定義があるが，個人の中で起こる唯一の過程，すな
わち「固有のプロセス」であることは，その本質的
な特徴である（Anthony, 1993/1998; Deegan, 1988; 
SAMHSA, 2011; Ragins, 2002/2005）．その「固有性」
を取り戻すことに，同じ精神病・精神障害になっても
人はさまざまであるということに気付く契機としてピ
アサポートが貢献していたと言える．精神病・精神障
害にはスティグマが付与され，精神障害者のすべての
行動を精神病に帰属させる社会的作用があることが指
摘されている（Rapp & Goscha, 2012/2014）．リカバ
リー概念がインパクトをもって迎えられたのは，精
神障害が人生の一部にしかすぎないことを改めて理
解することの重要性を示したからである（Deegan, 
2001/2012）．ピアサポートは，その〈精神病という
画一性からの解放〉をもたらし，そのことによって
〈固有の人生を模索すること〉を可能とするものであ
り，まさにリカバリーに欠くことのできない貢献をし
ているものと考えられた．
現在，我が国における精神保健医療福祉施策へのピ
アサポートの導入は，「精神障害者地域移行・地域定
着支援事業」の実施要綱にピアサポートの活用が明文
化され，活動費用が計上されているのみである．ピア
サポートはさまざまな形で行われているが，ピアサ
ポートに特化した法的，財政的保証は行われていない
（濱田，2014）．対等で相互的な関係であるピアサポー
トは，専門職が提供する保健医療福祉とは異なる，固
有の人生を生きるというリカバリーへの独自の貢献を
するものと考えられる．自然発生的なピアサポートだ
けでなく，さまざまな機会にピアサポートにアクセス
できるように精神保健医療福祉施策を整備していくこ
とは，リカバリー志向の社会構築にむけた課題である．

2．主体性が生じる契機としてのピアサポート
精神障害をもつ人のリカバリーにおけるもう一つの
ピアサポートの意味は，〈他者の幸せに自分を生かす
こと〉であった．精神障害による痛みを先に経験した
者として，同じ痛みをもつ者に対し，《痛み・気遣い》
を持ち，それは同時にその相互作用のもう一方側の経
験として《ありのままを受け入れてもらう経験》であ
り，《つながり・連帯》へと通じ，《他者に対する有責
感》となって，ピアサポートをする人自身にも力を与
えるものとなっていた．ピアサポートという活動の中
で，これまでの病いや障害をもってからの人生の中で
の経験や学びを《他者支援に自分を生かすこと》であ
り，それは《意味ある人間関係を本質とする仕事》と
いう様相からみることができた．
こうした他者との関係のあり方は，どのように
リカバリーに貢献しているのであろうか．Lévinas
（1961/2006）は他者論において，他者とは理解不能
なものであり，弱さをもってまなざす顔をもつ存在で
あるとしている．さらにこの理解不能な他者との関係
について，他者が示す弱さに対して自らの責任にお
いて生じる倫理的応答によって関係が結ばれると説
明している．本研究で明らかになった〈他者の幸せ
に自分を生かすこと〉という意味でのピアサポート
は，Lévinasのいう弱さをもってまなざす他者に対す
る倫理的応答として理解できるのではないかと考えら
れた．倫理的応答が自らの責任において生じる点に
おいて，主体性が立ち上がるのであり，このことがリ
カバリーに通じる重要な契機となっているものと考え
られた．自らの人生を自らのものとして生きるリカバ
リーという主体的な生き方に通じる契機であると同時
に，研究参加者の多くがピアサポートを人としての本
質的で有意義な活動と感じており，有意義な役割とい
うリカバリーの要素（Ragins, 2002/2005）とつながっ
ているものと理解できた．

3．看護への示唆
精神障害をもちながらリカバリーする人々は，画一
的な精神障害とそこからの回復のイメージを超えて生
きることにより，新たな精神障害および回復について
の意味を生成し，ピアサポートを通じて画一性に囚わ
れる人々を解放し，人々が新たな人生を模索すること
に貢献しているものと考えられた．またピアサポート
は，同じ痛みをもつ他者に対する倫理的応答として理
解することができ，そのことによって立ち上がる主体
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性はその人の人生を主体的に生きることを可能にし，
相互に支えあうという本質的な人間関係を含む有意義
な活動を実感するものとしてリカバリーを可能にして
いた．
戦後入院中心の精神科医療が継続され，今なお先進
諸国に比べて病床数が多く，入院期間の長い我が国に
おいて，精神障害をもつ人々がリカバリーできる支援
方法を構築することは，専門職が取り組まなければな
らない新たな課題である．看護専門職者への示唆とし
て，精神障害をもつ人の固有性や主体性に関与する自
らのありようを自覚し，リカバリーしている人々から
学び，変化していく必要があることが示唆される．

Ⅶ．お わ り に

本研究の限界として，ピア電話相談を行う人のみが
参加したものであり，ピアサポートの多様なありよう
を考えるとその経験の一部しか明らかにできていない．
多様なピアサポートの経験や意味を探求することによ
り，精神障害をもつ人のリカバリーが生じる契機を精
神保健医療福祉制度の中に布置することが可能になる
と考える．
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